はじまり、美の饗宴展　すばらしき大原美術館コレクション
国立新美術館（東京・乃木坂）　　2016.01.20〜04.04
　本展覧会のキャッチフレーズは、「大原美術館の神髄を東京に！」である。
　岡山県倉敷市にある「大原美術館」は、実業家「大原孫三郎」（1880〜1943）が1930年に西洋美術を紹介する日本初の本格的な美術館として創設した館で、国内外の名作品の絵画を史上最大の規模で保有していることで名高い館である。
　美術館の顔は、19〜20世紀初頭のフランスを中心とした近代絵画のコレクションで、本展では印象派や象徴主義を生んだ19世紀後半から抽象絵画などの新しい表現が開花した20世紀前半までの美術の流れをたどることができる。
　当美術館理事長は、「今回の展覧会では大原美術館の神髄“ハート”が東京に来ることになる。一つ一つの絵は向き合えば語りかけてくれるものがある。その中でも語りかけてくれるものが多い作品を選んで運んでくる。そのメッセージを受け取ってもらえれば嬉しい」としている。
　展示品は、エル・グレコ≪受胎告知≫を始め、モディリアーニ≪ジャンヌ・エビュテルヌの肖像≫、セガンチーニ≪アルプスの真昼≫、ゴーギャン≪かぐわしき大地≫、モネ≪睡蓮≫、ポロック≪カット・アウト≫、岸田劉生≪童女舞姿≫、佐伯祐三≪広告‘ヴェルダン’≫、棟方志功≪二菩薩釈迦十大弟子版画棚≫、堂本尚郎≪集中する力Ｉ≫などの豪華作品が集結して見応えがある。
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